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アンリマテイスは1869年 1ヒフランスで生れ、22才の時パリに出て美術

学校で学びました。Gモローの弟子となり、その後セザンスの影響を強

く受け、単純な形体、大胆な色彩の辿i面構成によリフォーヴイズムを代

表する作家と呼ばノ■ました。1911年 頃から空間表現の実験、装飾的

要素の使用を試みるようになり、1933年アメリカのバーンズ邸の壁画「ダ

ンスJを制作、平面化と単純化を探求して行きます。1943年 以降切り

紙絵に専念し「ジャズ」を出版。晩年ヴァンスの礼拝堂の設計と装飾を

完成しました。最も純 l・な意1末における色彩画家で、心憎いデッサンカ、

卓越した構成感覚の持ち主で、多くの業績を残しました。

マテイスが残した版画挿絵本の中でも、「ジャズJは特によく知られた

作品で、ステンシルによる色吊1り版画20点と、それらに寄せた画家自身

の筆記体テクストを含み、マティス77才の時の傑作です。

サーカス、民話、海洋のイメージが、切り紙絵の技法を使って抽象1■が

高く、鮮やかな色面とくっきりした輪郭を持った表現となっています。
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開 館 時 間 :10:00-17:00
無 休 期 間 :7月 15日 (金)9月 15日 1/1
土日祝開館 :9月 17日 (土)-10月 30日 (日 )

同時開催:「西村伊作展」
「文化学院の教育に携わつた芸術家たち展」
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西村伊作は中学生の頃から夢をもっていて、授業中にも

こっそり愉しい学校や住宅の図面などを描いたりしていた。

この夢から大正10年に小さな学校が生れました。

これが文化学院です。

小さくても良いもの、たとえ質素であっても美の調和が

あれば、心の愉しさがあれば、それは一つの大きな贅沢な

のではないか ?偉大なもの、豪華なものには手が届かなく
ても、小さく、さ やゝかなもので美しいものには手が届 く

であろう。みんなの忘れかけた幸せは案外そこにあるのか

も知れない。

伊作はそれをやって見せたのである。

館長 西村ノヽ知

常設展I「西村伊作」
西村伊作 (18841963)は 和歌山県新宮市に生まれ、幼くして熱心
なクリスチャンであった両親を失くし、母方の山林主に引き取られ、莫大

な遺産を引き継ぎました。自ら独学で絵画、陶芸、建築を学び、多くの

著作と住居の設計を手がけ生活の改善、欧米化を提唱しました。
「生活を芸術として」を実践し、芸術家たちの知己を得て、後に彼らと共
に理想の学校を設立しました。

常設展I「文化学院の教育に携わった芸術家たち」
西村伊作が1921年神田駿河台に設立した「文化学院」創立のメ
ンバーには与謝野晶子・鉄幹夫妻、石井柏亭等がいました。その後も

佐藤春夫、菊池寛、川端康成、小林秀雄といった作家、評論家、また

中川紀元、有島生馬、山下新太郎などの芸術家、戦後も谷りlκ散三、遠

藤周作、宇野重吉、美術では棟方志功、脇田和、山口薫、佐藤忠良と

いう-7Ftの芸術家たちによる教育が行われ、現在もその歴史を踏まえ

たユニークな教育が行われています。

石井粕亭

`ミ

ュンヘン風景》

戦後―現在

院 學 化 文

文化学院創立当時の規則書 1921年
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西村,作 {自然の児, 油彩
「科学と文芸J創刊号に掲載

伊作とその家族 1925年 (大正14年 )
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棟方志功 〈パ リ, 1959年 木版 村丼正誠 〈顔 ,

入館料 :一般 800円 大・高 600円 中 4ヽ 400円
団体割引、身障者割引有り

ミュージアム ショップ :Le Vent

カフェテラス :Ro ling Pin

コンサート:8月 13日 (土)日渡奈那ギターのタベ
8月 19日 (金 )サパトスボサノヴアコンサート
開場 17:30開演 18003000円 〈ドリンク付)

協力 :文化学院・ギャラリー サカ このチラシをこ持参の方1絡様まで割引致します。

●」R長野新幹線「軽井沢駅」下車

または、乗継ぎ しなの鉄道
「中軽井沢駅J下車車で3km
※夏期は両駅より路線バス運行

●上信越自動車道「碓氷 軽井沢 CJ

より12km
軽井沢バイパス18号 「鳥丼原」

交差点 (歩道橋)より杉瓜方向へ

1 5km

●駐車場 20台収容


